
趣旨説明
シンポジウム

「⼤学図書館蔵書の電⼦書籍化の未来を語ろう」
平成30年9⽉20⽇（⽊）

⾦沢⼤学附属図書館

シンポジウムの概要と⽬的
•テーマ︓⼤学図書館での電⼦書籍の導⼊と蔵書構築の今後
•内容︓

① 前半︓複数の観点から、現状と問題点を確認
② 後半︓展望や具体的（促進）策についての意⾒交換
③ （未来の⼤学図書館の蔵書構成の⾒直し）

•⽬的︓いろいろな要素が関連する未来の話⇒
いろいろな可能性・選択肢・考え⽅を提⽰し、
各館での検討のヒントとしてもらうこと
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テーマの背景
1. 予想︓電⼦書籍には利点が多い⇒電⼦ジャー

ナルのように普及するだろう
2. 期待︓電⼦化による、省スペース、省⼒化、

省予算＋利⽤者の満⾜度アップ
3. 実感︓本当に電⼦化するのか︖どこまで電⼦

かするのか︖実感は薄い
4. 懸念︓いろいろありそう（→後述）
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論点
論点１︓⼤学図書館利⽤者にとって有⽤な電⼦書籍とは︖

書籍タイプごとに向き、不向きがあるのでは︖現在提供されているコンテン
ツはどうなのか︖

論点２︓新刊学術書の電⼦書籍が普及するには︖
ニーズにあった選書、⼤学図書館に合ったビジネスモデル・価格…

論点３︓学術書の電⼦書籍化で書架スペース問題を解決するには︖
既存蔵書の⼤規模除籍をするには︖︓国⽴国会図書館等全国的な書籍コンテ
ンツの電⼦化・OA化、シェアドプリント、ILLの動向…

前提となる各種条件
① 紙の書籍にこだわらないマインドの定着
② 電⼦書籍をめぐる技術の改善
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事前アンケート結果
シンポジウム

「⼤学図書館蔵書の電⼦書籍化の未来を語ろう」
平成30年9⽉20⽇（⽊）

⾦沢⼤学附属図書館

実施概要
国⽴⼤学図書館蔵書の電⼦書籍化に関するアンケート
•実施期間 2018年7⽉2⽇（⽉）〜7⽉25⽇（⽔）
•配布先 国⼤図協加盟機関（92機関）
•回答数 57機関（回答率62%)
•回答⽅法 回答⽤紙（Word）に記⼊（選択式＋

記述式）
•回収⽅法 回答⽤紙を電⼦メールで返送
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⼤学別購読電⼦書籍タイトル数の分布
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ロングテール
洋＞和

【設問１】電⼦書籍はよく利⽤されていますか︖
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利⽤の実感が薄い



【設問2】 電⼦書籍化した場合の問題点

9

図書館員としてはブラウズ
を求めている

【設問3】 10年後の「電⼦書籍化」予測
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劇的な変化には懐疑的︖⼤学図書館の蔵書構成についての意⾒には個
⼈差がある

【設問4】 図書館から紙の本を減らすことの懸念
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ブラウズ、紙の有効性
モノとしての価値

【設問5】 ⼤規模な除籍実績
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⼤規模な除籍をせざる
を得ない状況



【設問7】 除籍のために必要なことは︖
①根拠のある除籍基準（価値喪失の根拠／利⽤頻度低下についての
判断基準／利⽤頻度のみで可能かの検討／出版年・貸出回数等の数
値による判断／受⼊年と連動した仕組み）２１
②学内利⽤者（特に教員）の理解 ８
③除籍可能かを判断できる蔵書に関する知識 ４
④シェアードプリント（共同保存体制／ILLでの⼊⼿が容易）４
⑤利⽤状況等の調査 ４
⑥代替資料（NDLデジタル化等)についての調査・購⼊ ３
⑦労働⼒・⼈的余裕 ３
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【設問9】 電⼦書籍の利⽤統計の活⽤
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ほとんど使われていない︕

【設問10】 電⼦書籍の利⽤統計の集計⽅法
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全部を把握するのは⼤変

【設問11】 電⼦書籍のメタデータ提供⽅法
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OPACからはほぼ
検索できる状況に



【設問13 】 電⼦書籍の利⽤促進の⽅法
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「その他」が多い＝
あの⼿、この⼿で…

【設問14】 電⼦書籍試読サービスの実施実績
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海外出版社が中⼼

【設問16】 学術書籍の電⼦書籍への提⾔
（１）ビジネスモデル

①買い切り（１冊ごと選択） １５
②同時アクセス制限なし・可 ７
③（授業関連書等について）期間限定で同時

アクセスを割安で増やすオプション ３
④紙書籍と同時販売 ３
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【設問16】 学術書籍の電⼦書籍への提⾔
（２）価格

① 紙と同程度 ※⾼いと⼿が出ない。貸出モ
デルだと紙と同程度の利⽤のはず １６

② 紙よりも安価 １２
③ 紙＋αの価格 ※冊⼦の２倍まで ４
④ メンテナンスフィー（プラットフォーム

維持費）等なしor安価に ４
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【設問16】 学術書籍の電⼦書籍への提⾔
（３）機能

① リモートアクセス（学認対応）６
② 印刷，ダウンロード無制限 (章単位DL可,期限付きDL) ６
③ プラットフォームに依存せず好みのビューワーや端末で閲

覧可（デバイスを限定しない）５
④ 単⼀プラットフォームで複数出版社の電⼦書籍が検索可・

プラットフォームの統⼀ ３
⑤ 選書ニーズを顕在化させやすい仕組み（利⽤者からの購⼊

希望受付機能） ２
※ その他⾊々な要望…全⽂検索／EPUB形式（リフロー型）／

DRMフリー／マーカー／付箋／メモ機能と出⼒／視覚障害者
⽀援機能（読み上げ、⽂字拡⼤、画⾯反転表⽰)
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【設問17】 「電⼦貸出」導⼊についての意⾒
（１）賛成意⾒＋提案等

• 利⽤の多い書籍、古くなったら廃棄しても良いような実⽤書
• ⼀時的需要＋版を重ねる教科書は複本の保存の必要がなくなる
• 延滞という概念がなくなる
• 期限付きの全⽂ダウンロード機能が前提
• コンソーシアムを作り、有利な契約条件を求める
• ⽂庫・新書サブスクリプションパックに関⼼あり。⼩説パッケージ
は︖

• 個別電⼦貸出よりも、多くの学⽣が利⽤できる電⼦的環境における
図書館サービスの展開を図るべき

• 公共図書館での電⼦貸出が広がれば、⼩説等については⼤学図書館
では蔵書として揃える必要性は減る。 22

【設問17 】 「電⼦貸出」導⼊についての意⾒
（２）判断のポイントを⽰す意⾒

① 費⽤対効果が⾒込めるのか︖公共図書館での
契約条件を知りたい。

② ⼤学図書館向けの製品があるのか︖⼤学で必
要とするコンテンツが揃っているのか︖

※ 今後の⼤学図書館蔵書は⻑いスパンでの保
存・活⽤を想定するのかどうか︖

23

【設問17】 「電⼦貸出」導⼊についての意⾒
（３）問題点等

▲⼤学図書館の利⽤実態に合うか︖
① ⼤学で需要のある資料の取り扱いが少ない
② 独占すると電⼦書籍の利便性がなくなる（⼤学では通読より、複

数書籍の必要箇所を参照する利⽤が多い。占有より構成員が随時
参照できる形が良い）

③ DL可なら貸出でなくてもよい
▲問題点
① 導⼊経費、年間契約等の財源の確保（多数）
② 永年保存不要の資料を導⼊すべき︖
※ その他…周知・広報の懸念／利⽤端末・環境の整備／貸出情報等

の個⼈情報管理／図書館システムとの連動／会計規則的にOK︖24


